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 発行：特定非営利活動法人日本環境保全ボランティアネットワーク（略称：ＪＣＶＮ） 
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特集  熊本地震と農業ボランティア 

 

 

■ はじめに 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN副代表） 

 

平成 28 年（2016 年）熊本地震が 2016 年 4 月

14 日（前震）、16 日に本震がありました。本震

は、「本当に恐怖であった」と被災者より当時の

ことをうかがいました。ここで、ボランティア等

の視点から今回の災害の特徴を考えると、 

① 本震後、余震リスクが続き、多くの方が公

園や学校へ自動車等で避難を継続された。 

② 社会福祉協議会の災害ボランティアセン

ターは３日後の設置を目指しますが、①を

受け設置時期は遅れ、各地のボランティア

派遣数も伸びが抑制された。 

③ 阿蘇という国立公園の被災により観光を

中心に様々な生業が影響を受け、九州全域

に広がった。 

このような特徴があると思われます。自然系

の NPO では、RQ 九州をはじめ、公益財団法人

オイスカ、NPO法人 NICE、主力は社会福祉協議

会の災害ボランティアセンター、支援 p、その

他、様々な市民、行政、企業、大学の方々が、

支援を継続されています。 

約３か月。一般的に、家に戻れる被災者は学

校、仕事の生活が戻り、災害ユートピア期が終

わりを迎える時期です。仮設住宅、みなし仮設

で生活を始められる居住者、心身に傷を負われ

た方々は、長い、復興の道のりとなります。 

本誌面では、農業ボランティア、農地復旧ボ

ランティアについて、紹介させていただきます。 
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■ 「農地復旧のための共助支援の手引き」のご紹介 LT研(4/21）報告 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN副代表） 

 

◇平成 24 年 7 月九州北部豪雨から約 4 年 

九州における近年の大きな災害は、平成 24 年

７月の九州北部豪雨が、まだ記憶に新しいことと

思われます。１日で 200mm を越す豪雨が３日以

上続きました。本 JCVN 関連では、理事の NPO

法人山村塾の小森耕太氏らの農地復旧ボランテ

ィアなどの活動が八女市黒木町で展開されまし

た。副代表の朝廣は、国立研究開発法人科学技術

振興機構：JST（社会科学技術開発センター：

RISTEX）の「コミュニティがつなぐ安心・安全

な都市・地域の創造」領域の研究委託を受け、八

女市、NPO 法人山村塾、NPO 法人がんばりよ

るよ星野村、うきは市の協力を得て、共助による

農地復旧活動などの研究を進めました。３年の調

査を経て、今年、2016 年 3 月に「農地復旧のた

めの共助支援の手引き」という、農地・農業用施

設復旧の災害ボランティアに関する手引きを作

成しました。 

最も中心となる研究課題は、農地・農業用施設

復旧や、緑のボランティアのための災害ボランテ

ィアセンターを設置する仕組みがない、というこ

とです。社会福祉協議会の災害ボランティアセン

ターは被災者の生活復旧を目的とし、家屋の敷地

内の活動を中心とします。産業関連、例えば農地

の復旧や農業支援にボランティアの派遣は行わ

れません。一方、被災者にとり、生活の復旧と共

に、生活を支える生業の復旧も併せて重要です。

特に農村は、農地だけでなく、水路などの共同施

設も多く、草刈りなど共同作業もあります。季節

の移り変わりと共に進む農事、自然環境は時期を

逃すことができません。この豪雨での八女市、う

きは市の農地復旧ボランティアの事例は、全国的

にも珍しい活動でした。 

これらの活動は、平時の都市農村交流の経験が

被災時の役に立っています。特に、NPO 法人山

村塾の活動は、これまで進めてきた環境保全ボラ

ンティア、人材育成活動が、被災時に大きな効果

を発揮したと考えられます。JCVN では、2016

年４月 21 日にリーダートレーニング研究会（LT

研）を開催し、本手引きの紹介をテーマとし、熊

本地震も視野に入れ、意見交換を行いました。本

誌で簡単に紹介させていただきます。 

 

 

 

◇リーダートレーニング研究会 (4/21）報

告 

「環境保全 NPO が行う災害支援を考える」 

日時：平成 28 年 4 月 21 日 

参加者：９名 

「災害後の農地復旧のための共助支援の手引き」

の紹介を行いました。 

【問題認識】 

中山間地の豪雨水害で地域から露見してきた問

題として、このようなものがありました。 

 高齢者の行き場がない 

 農地は高齢者の幸福度の高い居場所である 

 農地復旧工事の２～３年が待てない 

 生活自体を諦めてしまう人もいる。 

農地復旧ボランティアは、福岡県八女市黒木町

笠原で NPO 法人山村塾が開始し、その後、八女

市星野村、うきは市へと展開されていきました。

様々な効果がありました。特に、水路や農地に入

った土砂の除去など、小規模災害について多くの

人々の手作業で復旧ができたこと。また、発災年

の翌年の春から、作付けができる農地を増やすこ

とができたこと。そして、地域の人々の「よし、

がんばるぞ」という動機付けに、ボランティアの

協力が寄与したことなどです。 

【手引きの構成】 

この手引きは３部構成からなります。第１部は、

「災害とは何か」、「行政などの機関の動き」、

「タイムライン」の紹介など、農地復旧の共助を

どう動かすのかについて事例を交えて紹介しま

した。第２部は、災害ボランティア組織のパター

ンを紹介し、活動に必要なボランティアのリクル

ーティング、ニーズ調査、１日の運営の流れ、必

要な施設などについて紹介しています。最後の、

第３部は、小森氏から具体的な作業「田んぼの石

拾い」「土砂だし」「茶畑の土砂片付け」「ハウ

スの流出後の片付け」「石垣修復」などを紹介し、

最後に、必要な道具の種類を写真付きで紹介して

います。 

【質疑応答】 

Q、初めて災害ボランティアをする人の対応はど

うでしたか？ 

A、作業ができないと感じられた人は、避難所の

掃除などに回ってもらい、適宜対応しました。数

ヵ月たつと、石拾いなど、子どもでも参加しやす

い仕事が増えてきました。50％の方々は初めて災
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害ボランティアに参加された方々でした。とにか

く何かをやりたいと思われて参加された方が多

かったです。課題は、泥だらけで帰宅させてしま

ったこと。暑さや寒さ、きつい状況で帰路につく

方々もおられました。 

 

Q、農地復旧の優先順位は？ 

A、収穫、作付、田んぼの稲が枯れないように道

路・水路の補修をすること。補助事業、重機が入

れるところは後回しの判断をしました。効率的な

作業が大事になります。 

 

◇ダウンロードサイト 

【JST-RISTEX】 

 平成 28 年（2016 年）熊本地震

への対応、情報発信サイト 

http://www.ristex.jp/cr/events/

kumamoto_earthquake.html 

 

こ ち ら は 、

JST-RISTEX の熊

本地震への本領域

の調査結果提供サ

イトです。手引き

をダウンロードす

ることができます。 

 

【朝廣の手引きの

Facebook サイト】 

Facebook で「「災

害後の農地復旧の

ための共助支援の手引き」のページ」で検索いた

だくと、本手引きのダウンロードリンク、および、

熊本地震における農業ボランティアに関する情

報を随時 UP しています。 

 
 
■ 熊本県西原村での農業ボランティア 
朝廣和夫 （九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門、JCVN副代表） 

 

◇農業ボランティアの設置状況 

熊本県は社会福祉協議会の災害ボランティア

センターを 2016 年 5 月 25 日現在で約 16 ヶ所設

置しています。これらの地域で災害ボラセンと連

携を取り活動を展開した農業ボランティアセン

ターは、西原村、１か所のみでした。 

この設置経緯は、西原村の災害ボランティアセ

ンターがニーズ調査をする中で、下記のような課

題が出てきたからです。 

・避難生活が続き、農作業に遅れ 

・水不足により、米、サトイモ生産が難 

・秋以降の換金作物であるサツマイモの作付は 5

月中に終えなければならないが手が回らない 

このような状況を受け、社会福祉協議会とは切

り離し、２名の民間ボランティアに運営を依頼さ

れました。Facebook で西原村農業ボランティア

センターのページを開設し 2016 年 5 月 6 日に始

動したそうです。はじめてみると、農家、ボラン

ティアからの評判が良かったとのことでした。 

熊本地震における農業ボランティアの動向に

アンテナを張っていた私は、同僚の研究者に調整

をいただき、開設３日後の５月９日に、NPO 法

人山村塾の小森氏と打合せに西原村を訪ねまし

た。そこには複数の大学の先生方も集い、農ボラ

センの運営に関して意見交換を行いました。その

後、西原村農ボラセンの活動は、サツマイモの定

植作業が必要な５月末まで、２日前の事前予約制

とし、毎日実施する方針を打ち出しました。 

私は、その後、5 月 17 日に学生とボランティ

アとして参加し、サトイモ畑の手入れと、出荷す

るサツマイモのヘタ取りを農家の方とお話をし

ながらお手伝いしました。サツマイモの品種はシ

ルクスイートいい、おばあさんが、さっと作って

くれた焼き芋は、甘く、美味しかったです。 

この他、農業ボランティアはNPOや市民活動

ベースで実施されています。南阿蘇では、AAA

や地元の市民団体。RQ九州、オイスカも早くか

ら活動を展開されています。6月には、益城町で

も活動が見られ、徐々に広がりが見られつつあり

ます。 

無償で行われている農ボラセンの活動を見な

がら、農政局、熊本県、被災自治体に電話、アン

ケートなので支援の可能性を探りましたが、国は

メニューがない。県は、多面的交付金の柔軟運用

で対応、市町村は実施しないという回答でした。 
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◇草刈りボランティアの展開 

2016年5月27日、西原村の農ボラセンをされて

いるK氏より、地元から草刈り支援のニーズがあ

がっているが、動力機械なので、社協、農ボラセ

ンは動けないとの電話をいただきました。熊本な

ので、一般財団法人グリーンストックが動けない

か探りましたが、壊れた牧野の柵の修理が優先で

あり、西原村は距離があり難しいとのことでした。 

そこで、熊本県造園建設業協会に依頼しました。

現地で調整いただいた結果、ニーズ調査は社会福

祉協議会が実施し、その情報を受けて造園建設業

協会が草刈りボランティアに入る体制が整いま

した。第１回目は6月5日実施、43名の参加、第

２回目の6月16日は43名、約38社の造園技術者の

方々に３地区で活動いただきました。作業場所は、

2kmにも及ぶ幹線道路沿い、河川内の草刈り。こ

れを出事として地元が実施されていたのも驚き

ですが、このような緑のボランティアが活動する

仕組みが何もないことを大きな課題として再認

識しました。 

 

日ごろ、都市農村交流、観光、ボランティアを

声高に言うのであれば、なぜ、災害時に緑のボラ

ンティアセンター機能が設置されないのか。なぜ、

都市のボランティアを、緑や農地の復旧にアクセ

スさせないのか。農的暮らしの復興が真の復興で

あり、社会奉仕の精神に反するという論理で仕組

化されないのは、今後の大きな課題と考えます。 
 
■JCVN監修「はじめよう！心が豊かになるボランティアライフ」 

冊子完成 
平 希井 （NPO法人循環生活研究所） 

 

今日では休日になるとまちのあちらこちらで

環境イベントが実施されています。まちづくりの

イベントから環境啓発、クリーンアップなどその

種類は様々です。そこでは年代問わず多くの市民

で賑わいます。私たちは、そんな環境イベントの

一環として子どもがリサイクルの村でお仕事体

験をする「子どもくるくる村」や「フリーマーケ

ット」などの企画運営を長年行っています。 

特に「子どもくるくる村」は1日に５００人以

上の子ども達の受け入れを行っており、私も含む

学生で運営を行っています。ボランティアは通常

で７０人、多い時には１２０人以上になります。

参加するボランティアは学生から高齢者まで、初

心者からベテランまでと多種多様。必死に集めた

スタッフも、遅刻や無断欠席で、他のスタッフや

来場者に迷惑をかけてしまう人もいました。私た

ちは悩みました。イベントの成功は、ボランティ

アスタッフの態度や対応が大きく影響します。成

功を目指して当日ま

で準備を重ねても、

スタッフによって一

瞬でイベントの質が

下がるのです。話し

合った結果として、

手間はかかりますが、

ボランティアスタッ

フ全員に、事前研修

会を数回実施し“心

得研修”に力を入れ

ました。すると、無

断欠席はなくなり、遅刻者もほぼいなくなりまし

た。このことから私たちは“ただ意識が低いから

ではなく、ボランティアスタッフをするのに必要

な心得や態度を知らなかっただけ”だった、とい

うことに気が付いたのです。また、ＮＰＯでもボ

ランティアスタッフが不足しているという課題

がある一方で、参加してみたいが、参加の仕方が
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分からず、始めの一歩が踏み出せない人も多いと

いうことも分かりました。そこで環境ボランティ

ア研修で使う、わかりやすい冊子の作成をするこ

とにしました。 

私は、この子どもくるくる村に小学1年生から

参加者し、卒業してボランティアになりました。

経験はあるものの必要な環境ボランティア知識

やスキル情報を持っていませんでした。そこで福

岡市からの助成を受け、ＪＣＶＮに支援を受け、

全２回のボランティア研修を開講しました。第1

回研修では、環境ボランティアの概論から安全管

理、コミュニケーションについて実践を通じて学

ぶなど環境ボランティアの基礎から応用まで幅

広く学びました。第２回研修では、山村塾の環境

ボランティアの事例、グループごとのディスカッ

ションなど、より深い部分を学びました。これら

の研修会での学びに自分たちのこれまでの経験

を付け加え、JCVNに監修を受け、冊子「心を豊か

にするボランティアライフ」が完成しました。 

本冊子にはイベントに楽しく参加するための

準備、経験者の声、心得等を記載しています。 

この冊子を通して、より多くの方々が様々な環

境ボランティアに参加するきっかけになればと

思っております。 

「はじめよう！心が豊かになるボランティア

ライフ」A4版・全8ページ 

ご希望の方は、TEL(092-405-5217)までご一報

下さい。（切手代をご負担いただきます）  

 

 
 

   実施報告 リーダートレーニング研究会 
 
 
■第19回「筆記試験によってリーダーを育成・評価できるのか」 
 志賀 壮史（JCVN理事、NPO法人グリーンシティ福岡理事） 

 

 リーダートレーニング研究会も第１９回とな

りました。今回のテーマは「筆記試験」。実技や

実習にこだわって研修に取組んできた JCVN です

が、「他の資格のように筆記試験を作ってみたら

どんなものになるだろう？」との疑問から、この

テーマになりました。 

 と き：2016年 6月 16日 18:30-20:30 

 ところ：あすみん（福岡市） 

 参加者：会員 8名 

 内 容：前半＿＿筆記試験と答え合わせ 

     後半＿＿ディスカッション 

 参加費：一般＿1,000 円／会員・学生＿無料 

 

 事前に志賀が作成した筆記試験の問題は全て

四択で計１０問。例えばこんな問題です。 

◯ 初参加者と常連ボランティアが入り交じっ

たチームで森林保全活動を行っている場合，

もっともとるべきでない現場リーダーの行

動はどれですか？（以下、選択肢が四つ） 

◯ １日の森林保全活動をはじめる時，現場リ

ーダーが行う朝のオリエンテーションは大

切です。安全や作業への理解，ボランティ

アのモチベーション等から考えて，オリエ

ンテーションでの順番としてもっとも適切

なものはどれですか？（以下、選択肢が四つ） 

◯ 作業をはじめる前の「道具の説明（ツール

トーク）」について，もっとも適切でない説

明はどれですか？（以下、選択肢が四つ） 

 筆記試験というと抵抗感を持つ人もいますが、

現場リーダーのトレーニングプログラムとして

考えた場合、正解しているかどうか、高得点をと

れるかどうかは、あまり関係なさそうです。むし

ろ答え合わせに多くの時間を割き、出題の意図や

大事にしたい考え方などを話し合うことが学び

につながると考えます。 



 Conservation Volunteers  vol.13  July.2016 

 
-6- 

 

 当日は、まずは個人で１０問を解答し、その後、

答え合わせをしながらディスカッション。その中

で以下のような話が出ました。 

・オリエンテーションの順番など、なるほど

問題を解くことでふりかえることができる。 

・これまでの実習と連動していて良い。しか

し、受講していない人には難しい。 

・現場リーダーのあり方を考えることになる。 

・穴埋め問題や定義を記述する問題もできそ

う。 

・「学びの機会 or 短い実習」としての筆記試

験と「効果測定」のための筆記試験とでは

設問の作り方が違ってくるだろう。 

 

 研究会の後半では、出席したメンバーで新しい

問題を検討。一人１問以上を作成した上で、全員

でシェアしました。この結果、新たに１１問が生

まれました。 

 筆記試験に解答することもよい学びになりま

すが、問題を作成することで現場リーダーが直面

する多様な場面を想像し、また、必要とされる技

術や姿勢を明確にしていくことになると感じま

した。 

 今回の筆記試験は、試行版ですので問題文や選

択肢にまだまだ改善・推敲の余地があります。継

続して検討して、まずは１００問を目標にストッ

ク、今後の研修プログラムに役立てていきたいと

考えています。 

 

 
 

 

 

   総会のご報告  
 
 
■第８回総会のご報告 
 志賀 壮史（JCVN理事、NPO法人グリーンシティ福岡理事） 

 

 去る平成２８年５月１９日、特定非営利活動法

人日本環境保全ボランティアネットワークの第

８回目となる通常総会が行われました。 

 以下の通り、その議事をご報告いたします。 

 

  *  *  *  *  *  *  *  *  

 

１.開催日時 平成２８年５月１９日 

       １４：００～１６：００ 

２.開催場所 福岡市 NPO・ボランティア交流センター 

      （福岡市中央区今泉 1-19-22） 

３.正会員総数１０名、出席した正会員数８名 

      （本人出席６名、表決委任者２名） 

４.審議事項 

 第１号議案 平成２７年度事業報告について 

 第２号議案 平成２７年度決算報告について 

 第３号議案 役員の改選及び監事の増員について 

 第４号議案 平成２８年度事業計画について 

 第５号議案 平成２８年度予算計画について 

 

５.議長選任の経過 

 定刻になり理事長 重松敏則より開会が宣言さ

れた。引き続き、各理事の出席への謝辞と、各議

案への検討をお願いする旨の挨拶があった。 

 また、定款２７条により、本日の出席者６名、

委任状による出席者２名、計８名は当団体正会員

数１０名の５分の１を超えており、本総会は成立

しているとの報告があった。続いて、定款第２６

条に従い、理事 小森耕太が議長に満場一致で選

任され、下記議案につき審議した。 

６.議事の経過の要領及び議案別決議の結果 

＜第１号議案及び第２号議案について＞ 

 資料をもとに平成２７年度の事業報告および

決算報告がなされた。続いて、監事 毛利宗孝が

監査報告を行なった。第２号議案に関し、議長よ

り平成２７年度からの事務所使用料が減額され

たことに対する意見を募ったところ、問題は挙げ

られず承認された。 

以上の内容を受けて第１号議案及び第２号議案

について採決を行ったところ、全員一致で承認さ
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れた。 

＜第３号議案について＞ 

 議長から、現役員については平成２８年６月３

０日をもって任期満了の旨、説明があった。質

問・意見を求めたところ現役員の再任としたい旨

の意見があり、採決の結果、全員一致で承認され

た。また監事 毛利宗孝より監査体勢の強化のた

め監事を１名増員する必要がある旨が述べられ

た。増員については全員一致で承認された。議長

から、監事として原愛子を選任することとしたい

旨を諮ったところ、異議なく承認され、選任する

ことに可決確定した。 

＜第４号議案及び第５号議案について＞ 

 資料をもとに平成２８年度事業計画及び予算

計画の説明がなされ、各事業について意見交換を

行った。「リーダーズガイドもしくはボランティ

アガイドの発行」について、実現に向けて担当者

を選任するべきとの意見が述べられ、今後の理事

会で検討していくことが確認された。「リーダー

トレーニング研究会」について、主催事業として

リーダー育成講座を開催するべきとの意見が述

べられ、今後の理事会で検討していくことが確認

された。 

 上記議論を受け、第４号議案及び第５号議案に

ついて一部修正を行った上で採決を行ったとこ

ろ、全員一致で承認された。 

 

７.議事録署名人の選任に関する事項 

 議長より、議事録署名人２名の選出について諮

ったところ、重松敏則氏と朝廣和夫氏の両名が推

薦・承認された。 

 議長は、以上をもって本日の議案の審議を全て

終了した旨を述べ、閉会を宣した。

 

   書籍の紹介 
「刃物と日本人」 

 

●書籍の紹介 
「刃物と日本人」ナイフが育む生きる力：山と渓

谷社 NPO法人日本エコツーリズムセンター編 

 価格：￥864 

 35年ほど前まで、田舎の子も都市の子も肥後守

(折りたたみ式の小型のナイフ)を持っており、自

分で器用に鉛筆を削っていた。田舎の子は里山か

ら(都市の子も夏休みや冬・春休みに祖父母が住

む田舎で)、雑木や竹を鋸や鉈で伐り出し、ナイ

フで削ってチャンバラの刀や木の実鉄砲などの

玩具、ままごとに使う箸や皿なども手作りして遊

んでいた。肥後守は村祭りの露店や町の文房具店

でごく普通に売られており、子供が小遣いで買っ

たり親が買い与えたりしていた。使い方はガキ大

将や年上の子、あるいは親が教えていた。刃物を

使えば当然たまにはケガをして血が滲み出る。筆

者も左手を(右手はナイフを持つから)よくケガ

したが、10分ほど右指で押さえていれば血は止ま

るので、ヨモギの汁をぬってまた細工を続けた。

親や祖父母に言うこともなく、みんなそんなこと

は当たり前で、経験を重ねてケガをしないように

手先が器用になっていった。 

 本書はそのようにかつての子供達が日常的に

刃物を使いこなすことによって、手先が器用にな

るだけでなく、根気や気力、コミュニケーション

力などが育まれたと説いている。しかし、少年に

よる刺殺事件などを機に「子供に刃物を持たせる

のは危ない」と全国一斉に刃物を使わせなくなっ

た。そして便利な鉛筆削り器が普及し、「ものや

ことは道具でこつこつと作り出すのではなく、買

うものになった」。現在の子供達は物質的に恵ま

れ、ハイテクな面白いおもちゃで遊んでいる。だ

が手先は不器用になり、スマホによるいじめに象

徴されるように人と信頼関係を構築する力やコ

ミュニケーション力も危うくなっている。子供達

の日常生活から創造的な「もの作り」の機会が少

なくなったことと、無気力や不登校、ひきこもり

が増えたことは決して無関係ではないだろう。 

 2011年3月の東日本大震災・津波で、ライフラ

インの途絶や孤立などの被害があったなかで、緊

急時に刃物や火のあることのありがたさが再認

識された。「刃物は確かに使い方によっては危険

な道具であるが、子供達と信頼関係を築いて正し

く預ければ、優れた利便性を発揮し、成長と創造

力を育むツールである」。執筆者らは実践活動を

行っており、たとえば「ガキ大将スクール」でこ

れまで32年間にのべ2万5千人の子供達にナイフ

を与え続けており、現在も年間4,000人の子供を

受け入れているという。 
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 本書はリーダーを志す人には必読書であり、子

育て中のお父さんやお母さん、孫がいる年配者、

将来結婚して子供を育てたいと願う若者、そして、

幼稚園や小中学校の先生方、特に校長・教頭先生、

さらに自治体政策に携わる関係者、市長・町長さ

んに是非とも読まれることをお勧めするもので

す。(重松敏則 記) 

    
お知らせ 

イベント・ボランティア情報 
 

●JCVNリーダートレーニング研究会 
JCVN では、隔月で環境保全リーダーのための

プログラム研究会を実施しております。リーダー

の方、関心がある方、私たちと一緒に活動したい

方のご参加お待ちしております。 

 
◇８月18日（木） 
安全管理：ヒヤリハット研究やってみよ
う 
講師： 志賀 ／ 進行：未定 

とき： 18時半～20時半 

場所： 福岡市 NPO・ボランティア交流センター 

会議室 

参加費（会員・学生）無料 （非会員）1,000 

 

◇10 月 20日（木） 
内容： 未定 

場所： 未定 

 

 ●JCVNの仲間を広く募集しています！ 
あなたの支援が、「いつでも」「どこでも」「だ

れでも」できる環境保全活動をめざした団体のネ

ットワークづくりの力になります。入会申込書を

ご送付いたしますので、事務局までお問い合わせ

ください。 

 ・個人正会員（\10,000／年） 

・個人賛助会員（\5,000／一口以上） 

・団体正会員（\20,000／年） 

・団体賛助会員（\10,000／一口以上） 

JCVN理事をはじめ、環境保全活動の専門家のノ

ウハウが詰まった会報が、年に3回お手元に届き

ます！また、メーリングリストでもJCVNが開

催・協力するイベント情報等を随時ご案内いた

します。 

活動への寄付も受け付けています。環境保全団体

のネットワークづくり、リーダー育成支援のため、

皆さまのご協力をお待ちしています！ 

［会費・寄付振込口座］ 

番号：０１７６０－９－１２２４０７ 

名称：日本環境保全ボランティアネットワーク 
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